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細川浩司氏採集による南西諸島のコ メ ツキムシ
ElateIid-beetles from the Nansei Archipelago Collected by Mr. Koji HosOKAwA in2005

Takashi KIsHn

岸井 尚

〒569-1044 大阪府高観市上土室1-106410

名古屋の細川浩司氏が1985年以来2005年まで, 中部地方の高地帯を主とし本邦各地及び南西諸島
の幾つかの島l興で採集された多くのコメツキムシ科甲虫を, 水野弘造氏を通して検討する機会を頂き,
これまでにその大部分を本会の“地域甲虫自然史, 第2号,2006:1-89” で発表した. しかし更にその
後,2005年6-7月の奄美大島・ 石垣島及び西表島で採集された標本と, 所持しておられた久米島産の興
味ある l種を検することとなったのでこれらまとめて報告する. 分布及び分類上の間題点については,
前記の自然史中で触れたものはその掲載べ一 ジを付記し除いた. また資料データについては細川氏ご
自身の2005年採集のものが殆どなので採集年次と採集者名とは略し, 一部それ以外のもののみ採集者
名等を記した. また (LT) と付されたものはライト・ トラップによるものである. 今回も未記載と見ら
れる種及び亜種が若干認められたので, これらについては別に発表することとする. 終わり, にこれま
での細川氏と水野氏のご厚意に深く感謝の意を表する.

I奄美大島産] (Amami-ohshimaIs., Amami Iss., Kagoshima Prof.)
Agryp,Ms (Agrypnus) miyakeimiyakei OHIRA,1967 ミヤケオオサビキコリ (写真1)
住用村丸畑 (LT), l (i'、,1. Vn.
邦産のサビキコリ類としては最大級の種で (l9-27mm) , 前胸背板上にある特異なやや湾曲状の
一対の細い横隆起により他種とは容易に区別できる. 奄美大島と徳之島に分布し, やや小型な別亜
種selnoiオキナワオオサビキコリが沖縄本島本部町の八重岳から得られている.
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Agrypnus (SagoJyo) yuppe (KIsHII,1964) ミゾムネヒメサビキコリ
住用村丸畑 (LT),1 ♀,1. Vn. (自然史: 5, 写真6).

Adelocera (Brachytacon) difficilis (LEWIS,1894) シロオビチビサビキコリ
瀬戸内町第2油井岳林道 (LT),2 exs.,27. vI; 大和村今里, l ex.,28. VI; 住用村神屋,2 exs.,29・ VI;2
exs.,30. vI; 同丸畑 (LT),5 exs.,1. VII. (自然史: 6).

Lacon (Alaoopus) yayeyamanus (MIwA,1934) ヤェヤマサビコメツキ
瀬戸内町第2油井岳林道 (LT),1 ex.,27. VI; 住用村丸畑 (LT), l ex.,1. VII. ( 自然史: 7, 写真14)・

cryptalaus larvatus pini (LEWIS, l894) フタモンウバタマコメツキ (写真2)
住用村丸畑 (LT),1 ♀, l. Vn. (自然史: 8).
先島諸島から以南の東南アジアに広く分布する原名亜種 (写真28参照, 石垣島産) とは, 上翅末端
はほぼ三角形の顕著な矢筈状に分離し, また一般に触角第3節が次節より幾分短小である. 北緯26
度以北の本邦本土域の主として沿岸地と付属島 に広く分布し, 新潟・ 千葉が現在知られている分
布北限であるが, 更に北進する可能性は強い.

Amamlpenthes matobai KIsHn,1973 アマミホソチャコメツキ (写真3)
大和村今里 (LT),1 早,29.VI.
奄美大島八津野で得られた1雌個体で新属新種として記載され, 後に台湾とインドのシッキム及
びダー ジリンからも異なる3種の分布が報ぜられた (KlsHn, l991: 8, 17-19; SCHIMMEL, 2004: 241-243;
2005:245) . 極めて稀な種で今回の記録は2例目と思われる. 前頭横溝が中央部でも広く明瞭で, 前胸
後角の縦隆線はl 本, 上翅後端は通常の形状で裁断されたり矢筈状にはならず, 会合線末端は小さく
突出し, 前胸腹側板の側方後緑は明瞭に易lJられる. また本種の雄資料は未発見であるが, 台湾産の
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写真l_13. 1, ミヤケオオサビキコリ (:電:美丸畑, ,22.0mm) ;2, フタモンウバタマコメツキ ( ﾝ美丸畑,  ♀ ,26.8mm)  ;3,  アマミホソチ
ャ コ メ ツキ (奄美今里, 早,9.1mm) ; 4, ナカ'オホソキコメツキ (奄美丸畑, ♀, 3.9mm) ;5, クロヘリッヤコメツキ (;ill美神屋, ,

l4.4mm) ;6, アマミフトナガコメツキ (奄美第二1由井岳林道, , 29.5mm) ;7, シロウズクチプトコメツキ ('建i美今里, , 7.7mm) ; 8,
オキナワムネァカクチポソコメツキ ( ﾝ美丸畑,  ♀ , 70mm)  ;9,  エサキクチポソコメツキ ( ﾝ美神屋,  ♀ ,3.8mm)  ;10,  キシイクチボソ
コ メ ツキ (1lf美丸畑, f ,4.1mm) ; l l, クチポソコメツキの一種 (在美丸畑, ♀,4.2mm) ; l2. マトバクチポソコメツキ (奄美第2油井岳
林道. f ,4.4mm) ;13, タカハシクシコメツキ (;電:美今里, ♀, l8.0mm).
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formosens,s (KIsHn, 1991 : 18) の雄では触角第4節は細長く前2節合計長の1 .5倍以上あり, また交尾
器形状はMegape,,thes, Procraerus, Abelater等の近縁属に似るが, 中片と側片前端部形状には本属特
有と見られる異なる特徴が認められる (KlsHn,1991:28, figs 24a&24b) .

Agaripenthes nagaoi (0HIRA, l968)  ナガオホソキコメツキ (写真4)
住用村丸畑 (LT), l ♀, 1. VII.
徳之島と沖縄本島にも分布する本種は小型種で全身淡黄色のため, 本邦本土全域と多くの主要島
嶼に分布するA helvolusヒメホソキに極めてよく似るが, 体形がより短大で肥厚度が強く, 前胸背
板点刻が大型の二重状で密布する. 一般に本属は離島分布種が多く, それぞれの島特有の固有種が
多い. なお当初はprocraerus属種とされたhelvolusを基本種としてAgaripenthes亜属が記載された
が, 著しく小型な体形と触角節構造の特徴及び細型の雄交尾器形状などから, Agarlpenthesを属に昇
格する扱いは妥当と考えている (GuRJEvA, l973:450; KIsHn, l999:53-54) .

Podeonius amamiensis (lOHIRA,1996) アマミアシブトコメツキ
住用村丸畑 (LT), l (i'、, 1. VII.
北海道を除き本土に広く分布するp aquitusクリイロニセコメツキに体色等がよく似た種で, 本
島にもその別亜種ryld(yuensisリュウキュウアシブトコメツキ (0HIRA, 1968: 134) が分布するが, 本種
は触角第3節以降の形状, 前胸背板点刻の形態, 雄生殖器形状などに明瞭な違いがある. 今のところ
奄美大島以外からは知られてぃなぃ. ( 自然史:52, 検索表参照) .

Ludioscllema vittigerfuscomarginatum (LEWIS,1896) クロヘリッヤコメツキ (写真5)
瀬戸内町第2油井岳林道 (I_T), 1 (i'',27. vI; 住用村神屋 (IT), 1 (i'、, 28. VI; 5 早,29. VI; 1早, 30. VI;
同丸畑 (LT),3 (i'、 f , 3早早, 1. VII.
原名亜種は朝鮮半島に分布し, 本亜種は奄美大島を基産地として南西諸島に広く分布する. 各種
の花上に飛来する傾向が強い. ( 自然史:57) .

Nipponoelaterbabaiseinoi (KIsHu, l987) アマミフトナガコメツキ (写真 6)
瀬戸内町第2油井岳林道 (LT),2 (i'、 cl'、, 27. VI.
沖縄本島と先島諸島に分布する原名亜種 (写真22参照, 西表島産) に比し, 奄美大島と徳之島の個
体群の雄触角第4-10節は先端に向かい順次小さくなり, 側葉部は側方に伸長しない. 従来, 南西諸島
産のナガコメツキは台湾分布種を含め本土に広く分布するsiebotdiオオナガコメツキとされていた
が, この種は北海道から屋久島までに棲息する個体群に限ると見られる. また本種bahaiは台湾にも
分布し別亜種taiwanusとされる. なお奄美大島にはsiebotdiに極めてよく似た, 雄触角末端節が細長
く第4_10節の側葉部が極めて鋭角的に伸長する個体群が分布し, 当初sieboldiの別亜種amami アマ
ミオオナガとされたが, 現在は加計呂麻島を含む奄美大島固有の別種とされる.

Silesis shirozui KIsHn,1959 シロウズクチブトコメツキ (写真7)
大和村今里 (LT),1 ex.,28. vI; 住用村神屋 (LT), l ,1 ex.,29. VI; 同丸畑 (LT), 1 ex., 1. VII.
本土山地に広く分布するmusculusクチブトの赤褐色型西南部個体群 (北部個体群は黒色のものが
多い) , 屋久島のyakuヤククチブト, 及び奄美諸島の本種は何れも体色 体形 生殖器形状が相互に
よく似る. 奄美大島では普通の種で, 喜界島と加計呂麻島および徳之島にも分布する.

Glyphonyx okinawanus CHuJ0,1959オキナワムネァカクチボソコメツキ (写真8)
住用村丸畑 (LT),1 早,1. VII.
奄美産の本属種としては大きく (体長7-8mm) , shibata1 シバタクチボソや屋久島のkurosawai
ャクシマクチボソとよく似た種である. 本種は触角・ 脚部・ 前胸部と腹面が黄赤色から赤橙色で沖縄
本島を基産地とするが, 奄美の個体群は上翅色彩が明るく別亜種群の可能性がある. また本島から
の既知本属種は8種で, 今回未記載と見られる種もあるので更に増える可能性が強い.

Glyphonyx esakii MrwA,1934 エサキクチボソコメツキ (写真9)
住用村神屋,1 早,30. VI; 同丸畑 (LT), 1 ex., 1. VII.
本種及び続く3種はyoshimotoiヨシモトクチボソと共に奄美産としては小型 (体長4mm前後) の
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グループである.本種は黒色上翅の肩部から後方に明瞭な黄色縦条斑が上翅中央部前後まで伸びる
ので分かり易い.類似種として沖縄本島から記載された ihaiイハクチボソ (0HIRA,1968: 127-l28,
Okinawa: Yuruji) があるが, 本種とは触角が短く, 頭部と前胸背板点刻が共に深く疎で, 前胸背後角の
l 隆起線は短く側緑基部1/3位の長さで異なるとされている. しかし後に記載者の記述した本邦産
Giyphony◆x 種検素(大平, l971:25) ではihaiをその記載に合致する内容で奄美大島産とし, 沖縄本島
は示されてぃなぃ. この検索ではesakii とihaiの違いを前胸背板点刻が大型で深く密布するのが前
者, 小点刻を一様に持つのが後者とされている. 筆者は緒方健氏採集の奄美産本属種を検した際
jhaiを記録したが (KIsHn, l983:36), これは明らかに上記検素に基づく筆者の短絡的誤認で, 正しく
はその資料は全てesakiiで, 細川氏蒐集の2005年以前の資料で記録した奄美大島産esakiiと同じで
(岸井,2006:64) , ihaiは沖縄本島固有で奄美には分布しないと見られる.

Glyphonyx kishiii 0HIRA,1968 キシイクチボソコメツキ (写真10)
住用村神屋, lex.,30. vI; 同丸畑 (LT),7 exs.,1. VII; 同 (LT), l ex., 1. VII.
ほぼ半世紀程前に, 九州大学の白水隆先生が奄美大島で採集されたコメツキムシ資料を検した際,
前種の記載内容に黄褐色の体色以外の特徴が類似する Io頭の標本を esakii? と して報告 (KISHu,
lg5g:63_64) したが, 後に多くの資料に基づき新種として記載された (0HIRA,1968:128). 今のところ
本島と徳之島の固有種で本島分布の本属種としては最も多く見られる種である.

Glyphonyx sp. クチボソコメツキ一種 (写真 l l )
住用村丸畑 (LT), 1 ♀, 1. VII.
前種に混じて一頭のみ得られ, 大きさと体色等は類似するが, 体幅はより広く, 頭部及び前胸背板
点刻は前種に似て単純であるが大きくやや密で, esakiiでは更に大型二重状で密布しない. 最も異な
るのは上翅間室が極めて明瞭な圧平状であること, 前種のような弱い縦隆起状ではなく, 前2種とは
明らかに別種である.

(;ilyphonyx matobai KlsHII.1974 マトバクチボソコメツキ (写真12)
瀬戸内町第2油井岳林道 (LT),1 ex.,27. VI; 住用村神屋, l ex.,30. VI.
本種はvoshimotoiヨシモトクチボソと共に体色がほぼ黒色であるが, 本種はより小型で前胸背後
角部と上翅 は茶褐色を帯び, 触角末端節は両性共前胸後角端より短い. なおyoshimotoiでは触角末
端節は明らかに前胸後角端を越え, 前胸背板点刻は単純でやや大きく前種より密である. 今回のは
記載以後初めてのものとなる.

Melanotus takahashii KIsHn, l974 タカハシクシコメツキ (写真 l3)
大和村今里 (LT), l  ,29 .  VI ; 住用村丸 (LT),2 (i'、 (i'1,1. VIl.
雄生殖器形状がほぼ同形態なので本邦本土の普通種1egatusクシコメツキの亜種とされ, 奄美大
島及び沖縄本島産で記載された (KlsHn, l974: 12) . しかし他にも差異点が多く, 後にこの地域特有の
独立種と見なされた (KlsHn, l988a: 127-131) . 現在, 奄美大島と沖縄諸島の多くの島i興からも知られ
る. 口永良部島からも l頭のみの記録 (KIsHn,1988b:181-l82) があるが, これは報告時に述べているよ
うに奄美大島以南の個体群とは異なるようなので更に検討したい.

Spheniscosomus amamiensis amamiensls ('0HIRA,1967) アマミクシコメツキ
大和村今里, 1 , 28 . V I.

本邦本土全域に分布するkoikeiヒラタクシに近似の種で, 奄美大島と加計呂麻島に比較的普通に
見られ, 沖繩本島北部に別亜種yambarusヤンバルクシが分布する.

Quaslmus satoi ogatai KlsHn,1985 オガタチビマメコメツキ
瀬戸内町第2油井岳林道 (LT),1 ex.,27. VI.
本種サトゥチビマメはトカラ列島中之島からの12頭 (holotype を含む) と, 奄美大島からの5頭で
記載されたが (0HIRA, 1967a:43) , 後に屋久島からも知られ別亜種kimural キムラチビマメ ( SHn,
lg70:11_12), 及び奄美大島個体群も別亜種ogatai (KlsHn, l985:30) とされた. 本種は体形が幅広の楕
円形で上翅全体がやや赤褐色気味の個体が多いので分かり 易い種で, 小盾板圧平部は五角形に近く
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原名亜種で最も幅が狭く, 奄美亜種ではよ り幅が広いが共に最大幅よ り僅かに長く, 屋久島亜種で
幅は更に広く長さより広い.

[久米島産l (Kume Is.,Okinawa Iss.,Okinawa Prof.)
'I'etrigus okinawensis 0田RA,1967 ヒメクシヒゲコメツキ (写真14)

l ♀,25. vm.1995, 竹下富 leg.
久米島からの本属種は未発見で, T tewisiオオクシヒゲまたは本種が分布する可能性は予見され
たが, 今回の雌は後者で, 前者分布の可能性もあるだろう . 久米島分布のコメツキムシ相と
してはこれまでに17種 ( ?sHu,2004: 175; 種名不詳のQuasimus種を含む) 記録されていて, これで18
種の棲息が判明したが, 内6種は久米島固有の種または亜種である. ( 自然史: 9, 写真18) .

17 l9 21

16 18 20 23 24 25
写真14_25.14, ヒメクシヒク'コメツキ (久米島, ♀, l9.8mm) ; l5, サカグチホソサビキコリ (西表祖納岳, ie7mm) ;16, キバ
ネッヤケシコメツキ (西表祖納岳, (i'', 4.7mm) ;17, ニセコナガコメツキ (西表組納岳, ♀, l3.8 mm) ; 18, クリイロニセコメツキ

先島亜種 (西表祖納岳, , 7.6mm) ; l9, オオゥスカバイロコメツキ (西表祖納岳, i e9mm) ; 20, ヒラヤマカバイロコメツキ

(西表白浜林適, ♀,5.3 mm) ; 21, ヒゲナガコメツキの一種 (西表祖納岳, ♀, l2.2 mm) ;22, オキナワフトナガコメツキ (西表祖納
岳, , 26.2 mm) ; 23, ハテルマクチボソコメツキ (西表白浜林道, ♀,9.5mm) ;24, クチポソコメツキの一種 (西表相良川, ♀,
6.1mm) ; 25, チャバネコハナコメツキ (西表祖納岳, 1,4.0mm).

[西表島産] (IriomoteIs., Sakishima Iss.,Okinawa Prof.)
Agrypnus (SabikikorMs) taciturnus ryukyuensis KlsHn,1985 ミゾムネホソサビキコリ
祖納岳 (LT),1 早,19. VI. ( 自然史: 5, 写真5).

Agryp,tus (SagoJyo) sakaguchii (MrwA,1927) サカグチホソサビキコリ (写真15)
祖納岳 (LT), l (i'、, l9. vI;1 (i'、,20. VI; 同白浜林道 (LT), l 早,21. VI.
南西諸島の多くの島 に分布する同じ亜属のyuppeミゾムネヒメサビによく似てぃて, 体形がや
や細く体色もやや淡い種である. 以前Compsolacon亜属とみなしたが (KIsHII,1999:7) , これはロシ
ア南部産種が基準種で, 腹面付節溝はなく, 前胸側緑線は細溝状で上緑は単純な隆起線状, 下縁は小
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鈍歯の鋸歯状という独特な形状をもつ. 本種のよう に前胸腹側板と後胸腹板に顕著な付節溝をもち,
前胸側緑線が単純な隆起線のみの種は本亜属と見られる. 雄交尾器形状にも特に大差は認められず
同系と見て良いと思われる. 沖縄本島と先島諸島及び台湾に分布する.

Adetocera (Bracliylacon) difficilis (LEWIS,l894) シロオビチビサビキコリ
祖納岳 (LT),12 exs., l9. VI;5 exs.,20. VI. ( 自然史:6) .

cryptalaus larvatus Ian,atus (CA 71. 1874) オオフタモンウバタマコメツキ

上原,1 早,28. IV 2003, TAKASHI MORI leg.
沖縄諸島以北で本州中央部までの分布が知られている別亜種pini フタモンウバタマとは, ほぼ横
に弱く剔れた上翅末端形状で区別しゃすいが (写真28参照, 石垣島産) , 他にも大型個体では前胸形
状などにも差異点が認められる. 本邦での原名亜種と見られるものの分布域は先島諸島のみと見ら
れ, 奄美大島産資料の項で述べたように北緯25 -26度を越えての分布はないものと見られる. 本種
は小笠原諸島 (北緯25度前後) にも分布するが, 筆者の検した父島産雌個体は小型で上翅末端形状も
明瞭な矢筈状の本土産pini の個体と同じであった. ( 自然史:8, 写真l5) .

Abelater pulcherus (MIwA,1933) キバネッヤケシコメツキ (写真16)
祖納岳 (LT),4(i'、 f ,2♀♀, l9. VI;2(i'、 (i'、,20. VI; 相良川,1 (i'、,22. VI.
本属は東南アジアを中心にインド・ ヒマラヤから南西諸島までに220種余りが知られ, 未だ多く
の未記載種もあると見られる. 特に1996年以降最近までのドイツのScHIMMELによる束南アジアと
その周辺地域の本族 Megapenthini についての研究が進み, 多く の極めて重要な進展が見られた

(ScHIMMEL:1996,1998, l999,2003,2004,2005) . ( 自然史:37) .
Neopenthes pa11idihumeratis KIsHII,1973 ニセコナガコメツキ (写真 l7)
祖納岳 (LT), l (i'、,5早早,19. VI;3(i'、 1,4早♀,20. VI.
上唇表面の顕著な中央縦隆起, 雄交尾器形状と雌貯精義内小突起は共に本族の種としては特異な
形態をもち, 同島浦内産標本で新属新種とされた (nsHn,1973:9-12) . また台湾埔里社 (Pun) で得られ,
当初Elate, (JEctamenogonus) horishanusとされ ( A,1929:489-450), 後にMegapenthes種に (M「WA,
lg34:202) , 更に本属種と認められ (w. SUZUKI, l999:151), 計2種からなることが判明した. 本種は走
光性が強く, 石垣島と与那国島に分布する. ( 自然史:37, 写真74) .

Haterumelaterbicarmatus fitkaishii OHIRA,2005 サキシマチャイロコメツキ
祖納岳 (LT),1 早,19. VI; 1 (i'、,20. VI.
本種は LEWISが本邦 (1869-1871) で得た標本に基づき, C ( l873: 9) が記載したもので, LEWIS
は後にNagasaki, Maiyasan (Kobe) , Sapporoを産地として記録している (l894: 41 ) . 走光性の強い種で

広く各地で見られるが, 付属島l真 に棲息する個体群では触角や生殖器などの形態的な変異が認めら
れ, 幾つかの亜種に分割されている. 従来, 奄美大島以南の南西諸島に分布するものは, 奄美産で記
載された亜種shibataiシバタチャイロとされていたが, 先島諸島に分布する個体群では触角が短く,
体色はより濃色で, 交尾器側片先端の側方突起先端はshibataiでは丸まるが, 先島諸島のものでは鋭
利に突出するなど, その他にも差異点が認められ, 石垣島と与那国島のものも同じ特徴を持つので,
最近上記のように先島特有の別亜種とされた (石垣島資料, 写真30を参照) .

podeonius aq,alus subsp. クリイロニセコメツキ先島亜種 (写真18)
祖納岳 (LT),1 (i'、,2♀早, l9. VI;1 早,20. VI.
石垣島と西表島産個体群は, 奄美大島産に基づき本邦本土に広く分布する本種の南西諸島産別亜
種ryukyuensisリュウキュウアシブトとされていたが, 触角・ 体表点刻 生殖器構造等に差異点が多
く, 石垣島からのものを含め別亜種個体群, 或いは別種の可能性もある. ( 自然史:50-52) .

Chatanayus insularis insularis (MrwA, l934) オオウスカバイロコメツキ (写真19)
祖納岳 (LT),5 (j'、, l ♀,19. vI;6 ,20. VI; 相良川, l 早,20. VI; 白浜林道 (LT), 2 (i'、, 21. VI.
本属はFLEUTIAUx (1939: l24) によりTonkin産のAgontschius ruficouisFLEUTIAUX,1902 (nee. A.

ruficollis ScHwARz,1900, = A.fleuttauxiScHwARz,1906) を基準種として創設されたもので, Agriotes
- 6 -
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カバイロコメ ッキ類に似た形態を持つが, 上唇表面は点刻を欠き, 前頭横隆線は弧状に伸長し大顎
基部に接し, 前胸腹板側縁溝前端には明瞭な小突起があり溝の内縁よ り前方に伸びる. 雄交尾器側
片は短大, 側片先端の側方突起は多くの横較を持ち, 雌貯精嚢内の角質構造はクシコメツキ類一部
の種に類似する. 本種は原名亜種が石垣島と西表島に, 別亜種isaolマトバウスカバイロが奄美大島
と沖縄本島に分布する. 他に本州に2種 ( ishiharat とhidaensis ), 及び奄美大島に ishiharaiウスカバ
イロの亜種seinoiセイノウスカバイロが産し, 計3種2亜種が分布する.

Agriotes lurayamai MIwA, 1934 ヒラヤマカバイロコメツキ (写真20)
祖納岳 (LT), l ,2早早, l9. vI;1 f,1 早,20. VI; 相良川,1 , 2早♀,20. VI; 2早 , 21. VI;1 (i'1,1 ♀,22.
vI ; 白浜林道 (LT),1 (i'、,1 ♀,21. VI.
本属は北半球全域の中~北部で, 主として草原地域に地表性中型 (10mm前後) の多くの種が分化
し, 本邦では北海道のfuscicollis (MrwA, l928)  トビイロムナボソと本州などのogurae (LEWIS, l894)
チャイロムナボソが知られるが, これらは共にロシア極東域分布種subv加atus (MoTscHu.sKY, 1859)
とは極めて類似性の高い種で, その亜種個体群と見なされる (KlsHn, 1999: 79) . 一方, 束南アジアで
多くの種を持つ訪花性の小型種 (5mm前後) は本土に l種と南西諸島に2種知られ, 台湾には少なく
とも9種分布する. 本種は1930年代の昆虫図譜著者としても著名な平山修二郎氏が,1932年5月に西
表島で得た10頭の資料で記載された. 通常, 雄個体では体色が暗褐色のものが多いが, 雌では淡黄褐
色のものが目立つ. 先島諸島からのみ知られ個体数は極めて多い.

Ludioschema v加iger fuscomarginatum (LEWIS,1896) クロヘリッヤコメツキ

祖納岳 (LT),1 ・ 19.  VI ;1  早 ,20.  VI.  (自然史 :57)
Mulsanteus sp. ヒゲナガコメツキ一種 (写真21)
祖納岳 (LT),3♀♀, l9. VI.
本州中央部から九州の照葉樹林帯での燈火採集で稀に得られる, 同属の1inteatus コヒゲナガを肥
大化した体形と類似の色彩をもつ種で, 南西諸島に広く分布するaureopitosusリュウキュウコナガ
(写真32参照, 石垣島産) とも似た点があるが, 多くの点で未記載種と見られる.

Nipponoelater bahai bahai (KIsHn, l987)  オキナワフトナガコメツキ (写真22)
祖納岳 (LT),1 早,20. VI.
前述したように従来は本土産のsieboldiと同じものと見られていたが, 多くの特徴から別の独立
種とされ, 台湾を含め南西諸島北部の奄美大島にも分布することが判明し,3 亜種群に分けられてい
る : bahai (沖縄本島・ 石垣島・ 西表島) , seinoi (奄美大島・ 徳之島) , taiwanus (台湾) .

Glyphonyxhaterumarumhaterumarum OHIRA, l968 ハテルマクチボソコメツキ (写真23)
祖納岳 (LT), 1 ,20. VI; 白浜林道 (LT), 5 exs., 21. VI.
西表島から記載され本属としては大きく強壮な体形で, 色彩と共に一見クチブトコメツキ類の種
によく似る. 石垣島の個体群では体色が淡く別亜種taka',ashiiタカハシクチボソとされる.

Gtyphonyx sp. クチボソコメツキ一種 (写真24)
相良川, l 早, 21. VI.
西表島からの本属種は前種, 次種および iriomotenslsイリオモテクチボソ, tamuraiタムラクチボ
ソの4種あるが, 本種はその何れとも異なり沖縄本島産のokinawanusオキナワムネァカクチボソに
体形が似るが, これと tamura, よりやや小さい. 難にしては長い触角と極めて微小で疎な前胸背板点
刻は他に近似の種は見あたらず, 多くの種が分布する台湾にも似たものは見られないので未記載種
の可能性が高い.

Glyphonyx; pauidipes MrwA,1934 サキシマクチボソコメツキ
祖納岳 (IT) , lex.,19. vI; 相良川,3 exs.,20. VI;2 exs.,21. VI;1 ex.,22. VI; 白浜林道 (IT), l ex.,21. VI.
西表島の資料で記載され, 石垣島と共に先島諸島産の本属では最も多くの個体が得られる種だが,
与那国島からは知られてぃなぃ. ( 自然史:64) .

Sphenlscosomus o,notoensis (0HIRA, l966) オモトクロクシコメツキ
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白浜林道 (LT),1 ♀,21. VI. ( 自然史:71, 写真135) .
Ryldcyucardiophorus1oochooensis (MIwA,1934)  チャバネコハナコメツキ (写真25)
祖納岳 (LT),2 (i'、 (i'1,19. VI;1 , 20. VI .

南西諸島と台湾に分布する属で, 小型, 前胸側緑線は前縁の手前で消失, 小盾板前緑は単純で中央
陥没部はなく, 爪基部は僅かに亀裂状となる等の特徴を持つ. 沖縄本島と先島諸島に分布する本種
及び台湾に分布するbahaiタイワンコハナ及びトカラ中之島固有の種tokarensisトカラコハナとの
3種が現在知られている. 光沢が強く上翅肩部から後方に伸びる黄褐色縦条が顕著である.

[石垣島産] ( Ishigaki Is., SakishimaIss.,Okinawa Prof. )
campsoste,-nus matsumurae MIwA,1929 ヨツモンアオコメツキ (写真26)
荒川 (LT) , 2 , 23. VI; 大田 (LT) ,1 ♀,23. VI.
本属は大型種が多く東南アジアを代表する美麗なコメツキで, 殆どの種の体表は強い光沢を持つ
赤味を帯びた金緑色から靑緑色である. 固有の2種が先島諸島に分布し, 本種は石垣島と西表島から
知られ, 普通では前胸背板前角部と後緑中央部に赤色班を持つが, 時にこの赤色斑を消失する個体
もある.

Agrypnus (Agrypnus) scute11arishamai OHIRA, l967 サキシマシロモンサビキコリ
大田 (LT) , 1 ,23. vI; 野底林道 (LT) ,2 (i'、 (i'、,25. VI. ( 自然史:4, 写真3) .

Agrypnus (sabikikorius) taciturnus r),u1(、yuensls KIsHn, l985 ミゾムネホソサビキコリ
大田 (LT), l ♀,23. VI. ( 自然史:5, 写真5) .

Agrypnus (Sagojyo) sakaguchii ('MIwA,1927) サカグチホソサビキコリ
底原 (LT), 1 ♀,22. VI.

Ade1ocera (Brachylacon ) dijficilis (LEWIS,l894) シロオビチビサビキコリ
野底林道 (LT), l ex.,25. VI. ( 自然史:6) .

Lacon (Ataolypus) churakagi (0HIRA,1971) クロサビコメツキ (写真27)
野底林道 (LT) ,2 exs., 25. VI.
石垣島と西表島固有の種で, 黒色の全身は黒褐色の鱗毛で被われるが, 背面部には黄白色鱗毛が
不規則な斑紋状に散在する. また前胸腹板の鱗毛は極めて長くやや疎である.

Cryptalaus larvatus tarvatus (CANDiizE,1874) オオフタモンウバタマコメツキ (写真28)
大田 (LT),5 (j'、, l 早,23. vI; 野底林道 (LT), l (i'、,25. VI; オモト岳,1 早,30. VI 2003. (自然史:8, 写真
15) .

Tetrigus okinawensis OHIRA,1967 ヒメクシヒゲコメ ツキ
荒川 (LT),1 ,23. VI. (自然史:9, 写真 l8).

Babadrasterius urabensis OHIRA, 1994 ウラベチビコメツキ

荒川 (LT), lex.,23. vI; 真栄里ダム (LT),1 ex.,24. VI. ( 自然史:10, 写真23) .
Prodrasterius bracltmanus (CANI)ilzE, 1859) スジマダラチビコメツキ

野底林道 (LT) , lex.,25. VI. ( 自然史:10, 写真24) .
Sephilus okinawensis KIsHn,1992 ヒラアシコメツキ (写真29)
川平 (LT), l (i'、,25. VIII 2005, 細川翔太郎 leg.
先島諸島から本属の種が報告されたのは, 西表島からの台湾原産のS formosanus で (MlwA, 1933:

g) , その後も多くの報告が石垣・西表両島からなされた (MlwA, 1934: 251; 0HIRA, l967b: 27; ]1(IsHn,
1972:6; cHuJo, l973:25) .  しかしこの種と先島諸島の個体群間には明らかな形態的差異点が多く見
られ上記名称が付された. また同時にオモト岳からは別の小型種tanakai コガタヒラアシも見いだ
された. 今回の資料は体長が11 mmでやや小さく一見後者に似るが, 雄生殖器側片先端部形態は明ら
かに前者と同じで本種と見なされる.

Neopenthes pa11idihumeralis lOsHu,1973 ニセコナガコメツキ
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屋良部岳 (LT) , l ♀,24. VI. ( 自然史:37, 写真74) .
Haterumelater bicarinatus fukaishii OHIRA,2005 サキシマチャイロコメツキ (写真30)
底原 (LT) ,1 ,3早♀,22. VI; 屋良部岳 (LT), l , 24. V I.

前述の西表島産と共に先島産個体群はトカラ列島, 奄美諸島, 沖縄諸島などの南西諸島中北部域
に分布する亜種shibataiシバタチャイロとは別の亜種と見なされる.

29

3

31

写真26_34. 26, ヨツモンアオコメツキ (石垣荒川, 27.8mm) ;27, クロサビコメツキ (石垣野底林道, f ,18.2mm) ; 28, オオフタモンウバ
タマコメツキ (石垣オモト岳, ♀,25.2mm) ; 29, ヒラアシコメツキ (石垣川平, f,11.0mm) ; 30サキシマチャイロコメツキ (石垣屋良部
岳, f , 10.0mm) ;31, クリイロアシブトコメツキ先島亜種(石垣真栄里ダム, 1.8.1mm) ;32, リュウキュウコナガコメツキ (石iii米原, ,i'、,
l2.2mm) ;33, ヤェヤマクシコメツキ (石垣大田, f ,17.8mm) 34, オモトクロクシコメツキ (石垣野底林道, ♀20.5mm).

chastanus castaneus subsp. クリイロアシブトコメツキ先島亜種 (写真31)
底原 (LT), 1 ♀, 22. VI; 真栄里ダム (LT),1 (i'、,24. VI.
近似のpodeonius aquilus ryufcyuensisリュウキュウアシブトによく似てぃるが, 触角第3節は明ら
かに次節より短小, 前胸背板点刻が大型二重状で密布する点などで容易に区別できる. 本種は奄美
大島住用村産に基づき記載され, 徳之島と沖縄本島及び石垣・ 西表の先島諸島までの分布も報告さ
れている. しかし先島諸島分布の個体群は奄美産のものより一般に小型で, 雄交尾器にも差異点が
認められ, 本種の別亜種かまたは独立別種の可能性が強い. ( 自然史:52, 検索表) .

Chatanayus instilaris instdaris (MrwA, l934) オオウスカバイロコメツキ
底原 (LT),1 早,22. VI; 野底林道 (LT) , 2(i'、 f , 25. VI.

Mulsanteus aureopi1osus (MrwA, l934) リュウキュウコナガコメツキ (写真32)
米原 (LT),1 (i'、,25. VI; 荒川 (LT),1 早,26. VI. ( 自然史:58, 写真 l l6) .
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Nipponoelate, bahai bahai ('KIsHu, 1987 ) オキナワフ トナガコメツキ
大田 (LT) ,2 (i'、 f ,23. VI; 野底林道 (LT),2 , 1 , 25. VI.

Melanotus、,ayeyamacola KlsHn,1974 ヤェヤマ (写真33)
・ -

-

大田 (LT), 2 (i'、,23. vI; 米原 (LT), 1 ,25. VI. ( 自然史:70, :与一真132) ・

spile,uscosomus Omotoensis (0HIRA,1966) オモトクロクシコメツキ (写真34)
野底林道 (LT) , 4 (i'、,1 ・ 25.  VI.  (  自然史 :71,  写真 135)  
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兵庫県由良町成ヶ島の海浜性甲虫類の記録
The List of Marine Coleoptera Collected from Narugashima Is., Hyogo Prefecture,Central Japan

Y asuko KAWAKAMI

河上康子
〒569-0826 大阪府高観市寿町2-30-9

調査地と調査方法
成ヶ島は, 兵庫県淡路島の束南端にある由良港から

100mほど沖に位置する, 全長2.5kmの砂州の島である
(図1) . 南北に細長い小さな島であるが, 島内にはハマ
ゴウ・ ハマボウ・ ハママツナ ・ ハマウツボなどの, 海浜

植生や塩性湿地の貴重な植物群落を有する. 外洋に面し
た浜にはアカウミガメが産卵に上がり, 由良湾側の磯で
はタワヤモリも確認されている. 本島の調査はこれまで,
植物や海岸生物について多く行われてきたが, 昆虫相の
調査はほとんど行われてぃなぃ. 筆者は, 2005年9月l6
日と2006年7 月29 日に当地での海浜の甲虫相調査を行う
機会を得たので, その結果を報告する. 調査は由良港の
内湾に面する島の西側の海浜と, 紀淡海峡に面する束側
の海浜で行った. 西側の海浜の砂は粗く礫浜も含み, 後
背にはハマボウの群落と小規模な塩性湿地がある. 束側
の海浜は粒度が細かく, 後背にはハマゴウの群落が見ら
れた. いずれの地点も干潮時に, 砂浜や干潟に打ちあが
った海藻・ ごみの下, 転石や礫の下, および海浜植生の
根際からルッキングで甲虫類を採集した.
結果と考察

図1. 調査地 ( 兵庫県由良町成ヶ島)

調査結果をリストに示す. 9科25種の甲虫日が採集され, そのう ち海浜に特異的に生息する海浜性

種は48% (l2種) を占めた. 大阪湾近郊の海浜において海浜植生を持つ砂浜11地点の平均値は28%
(河上ほか, 2004) であることから, 成ヶ島の海浜が近郊の海浜に比較して, 海浜性種の生息により
適した環境を持つことが推測される.
淡路島からの甲虫目の記録はこれまでに76科655種 (高橋, 1998; 高橋, 1999; 高橋, 2000) が,
また淡路島の海浜からは l7科79種 (河上ほか, 2004) が報告されており, 今回新たに6種 (リスト
中の☆印で示す) を追加した.  このうちハネカクシ科の海浜性種であるホソウミペハネカクシ
cafius atgarum SHARPとゥミセミゾハネカクシMyrmecopora algarum (SHARP) は, 播磨灘, 大阪湾,
紀伊水道を含めた海域における初めての記録になる (河上ほか, 2004) . この2種は日本海側の島根
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半島では局所的に多産し,  とくにウミセミゾハネカクシは砂浜には見出されず, 礫浜や磯の水際か
ら採集される (河上・ 林, 2007) . 今回の成ヶ島での記録も, 島の西側の礫浜から採集された. 淡路
島を含めた大阪湾近郊の沿岸部の海浜は, 多くが海水浴用の人工ビーチであり礫浜が少ない. 成ヶ
島に残る礫浜や磯は小規模ながら,  これらの環境に適応した甲虫類の生息場所を保持していること

が考えられる.
謝辞

報告にあたり,  コメツキムシ科を同定いただいた岸井尚博士 (高槻市) に深謝申しあげる.  また,
成ヶ島での調査の便宜をいただき, 成ヶ島に関する情報を教示いただいた花野晃一氏 (成ヶ島を美
しくする会) , 村上健太郎博士 ( きしわだ自然資料館) , 平田慎一郎博士 ( きしわだ自然資料館) , 福
西勝之氏 (大阪市) に心より感謝申しあげる.
採集リスト
採集者はすべて河上. 標本はき しわだ自然資料館と一部を同定者が所蔵する. ※印は海浜性種を,
☆印は淡路島からの未記録種を示す.
CARABIDAEオサムシ科
※Scaritesatemmus MoRAwrrz ヒョウタンゴミムシ ( lex., 29. VII 2006)

Plalymetopusflavitabris (FABRIcrUs) カラカネゴモクムシ (lex.,16. IX 2005)
☆Perigona nigriceps (DEJEAN) クロズホナシゴミムシ ( lex., l6. IX 2005)

HYDROPHILIDAE ガムシ科

※Cercyon aptus SHARP コケシガムシ ( lex., l6. IX 2005)
※Cercyondux SHARP フチトリケシガムシ (lex.,16. IX 2005)

Stemo1ophusrufipes (FABRlcrUs) ヒメガムシ ( lex.,16. IX 2005)
HISTERIDAE エンマムシ科

Mer,ohisterJeketi (MARsEUL) エンマムシ (lex.,16. ]X 2005)
STAPHYLINIDAE ハネカクシ科

☆Medonpr()tixMs (SHARP) (和名なし) (2exs.,16. IX 2005)
※Cafiusvestitus (SHARP) アバタウミペハネカクシ (lex.,29. VII 2006)
※Cafiushistrio (SHARP) ホソアバタウミベハネカクシ (lex., l6. IX 2005; lex.,29. VII 2006)
※☆Cafiusalgarum SHARPホソウミペハネカクシ (2exs.,16. IX 2005)
※Phucobiussimulator SHARPウミベアカバハネカクシ (8exs.,16. IX 2005)
※☆Myrmecoporaalgarum (SHARP) ウミセミゾハネカクシ ( lex., 16. IX 2005)
ELATERIDAE コメツキムシ科

※Agrypnustsushimensis OHIRAツシマヒメサビキコリ (25exs., 16. IX 2005)
Aeoloderma agnatum (CANDliizE) マダラチビコメツキ (2exs.,16. IX 2005)
Paracardiophorusopacus (LEWIS) クロコハナコメツキ ( lex., 16. IX 2005)

COCCINELLIDAE テントゥムシ科

Coccinella septempunctata LINN色ナナホシテントゥ (2exs.,16. IX 2005)
TENEBRIONIDAEゴミムシダマシ科
☆PedinusJapo,ficus SEIDLrrz ゴモクムシダマシ (6exs.,16. IX 2005)
※1disia vestita MARsEuL ニセハマヒョウタンゴミムシダマシ (19exs.,29. VII 2006)

Gonocephalum coriaceum MoTscHULsKYコスナゴミムシダマシ (5exs., 16. IX 2005)
Gonocephalu,n coenosum KAszABヤマトスナゴミムシダマシ (6exs., l6. IX 2005; lex.,29. VII.

- 12 -



NEJIREBANE No. 120 (May2007)

2006)
※Gonocephalumpubens MARsEuL オオスナゴミムシダマシ (7exs., 16. IX 2005)
☆Atphitobiusdiaperinus (PANZER)  ガイマイゴミムシダマシ (lex.,16. IX 2005)

ANTHICIDAE アリモドキ科

Anthetephila cribriceps (MARsEUL) ケオビアリモドキ (5exs., l6. IX 2005)
CURCULIONIDAE ゾウムシ科

※Scepticusunftomls KoNoトビイロヒョウタンゾウムシ (5exs., l6. IX 2005)
< 引用文献>

河上康子・ 林成多, 2007. 日本海沿岸の海岸性甲虫類の研究 (2) 島根半島. ホシザキグリーン財団研究報告, (10) : 37-76.
河上康子・ 大橋和典・ 稲畑意昭, 2004. 兵庫県播磨 沿岸と和歌山県紀伊水道の海浜性甲虫相および種構成と海浜環境の関係に関
する検討. 大販市立自然史博物館研究報告, (58) : 19-46.
高橋壽郎,1998.淡路島産甲虫日録 (1) .PARNASSIUS, (47) :1-10.; 1999. 淡路島産甲虫目録 (2) .PARNASSIUS, (48) :1-16.;2000.淡路島
産甲虫目録 (3). PARNASSIUS, (49) :1- l6.

Megalopaederus属ハネカクシの分布について
On the Distribution of the Species of Mega1opaederus (Staphylinidae, Coleoptera)

T ateo I TO

伊藤建夫
〒614-8371  京都府八幡市男山雄徳7 El2-102

北隆館 「原色昆虫大図鑑」 ( 第2 巻) 1963年6月30日初版発行
poweri SHARP アリガタハネカクシとして, 分布に四国 (小豆島)
が掲げられている. この根拠になったと思われる標本が, 大阪
市立自然史博物館の標本所蔵庫から見つかり, その標本を検鏡
する機会があったので, その結果と, 同属の分布の処置につい
て報告する.
標本データと検鏡結果は以下である.
Mega1opaederus wadai ScHEERPELTz ワダアリガタハネカクシ
1 (j'、, Kankakei, Syodoshima, Kagawa, Japan, 5-VI-1955,

Y.0KADAleg. (大阪市立自然史博物館所蔵) .

Mega1opaederus wadai ScHEERPELTz ワダアリガタハネカクシ
の分布は本州, 九州が知られている. 小豆島からは新記録とな
る .
なお,  このことにより, Mega1opaederus poweri (SHARP) アリ
ガタハネカクシの四国 (小豆島) からの記録は抹消されるのが
妥当だと考える.

頁87 (第44図版) に, Paederus
ノ,/
/

一1--

ワダアリガタハネカクシ (小豆島産)
大阪市立自然史博物館所蔵

最後に, 所蔵の標本を検する機会を与えられた大阪市立自然史博物館と初宿成彦学芸員に敬意と
謝意を表する.
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地域別総合甲虫目録
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◎ 区市町村単位目録 ・ 小地域日録

01 . 岡山県阿波村黒岩高原

・ 青野孝昭 (2004), 岡山県黒岩高原の甲虫採集記録, すずむし, (l39) : l5-23. [32科,199種]
02. 新潟県朝日村

・ 小池寛・ 三浦晃子 (2m5), 岩船郡朝日村の甲虫類・ 補遺 (1), 越佐昆虫同好会報, (94) :33-43. [追加42
種, データ補充92種] (合計:725種) [cf小池寛・ 島田久隆 (1998), 越佐昆虫同好会報, (77) :35-69. (683
種) ]

03. 愛知県安城市
・ 安城市史編集委員会 (2005) , 「新編安城市史11, 資料編自然別冊, 安城市動物目録」211pp. 昆虫綱:
79-143. コウチュウ目 (佐藤正孝ら) :116-142. [39科,293種]

04. 東京都港区
・ 野村周平・ 平野幸彦 (2005), 赤坂御用地ならびに常磐松御用邸の昆虫相, 国立科博専報, (39) : 183-
223. (次の別報を包含.) (赤坂) [59科,353種] 野村周平・ 森本桂, ゾウムシ: l73-l81. 野村・ 丸山・ 新
井, ハネカクシ: l61-l71.

05. 束京都渋谷区

・ 野村周平・ 平野幸彦 (2005), 赤坂御用地ならびに常磐松御用邸の昆虫相, 国立科博専報, (39) : 183-
223. (次の別報を包含.) (常磐松) [36科,143種] 野村周平・ 森本桂, ゾウムシ:173-l81. 野村・ 丸山・
新井, ハネカクシ: l61-l71.

06. 愛知県豊田市

・ 田中蕃ら (8名) (2005), 「豊田市自然環境基礎調査報告書く昆虫編>」 (豊田市) .昆虫類:181-386. [22
日, 449科,5710種]. コウチュウ日; 蟹江昇: l61-236. [101科, l826種]

07. 和歌山県田辺市

・ 的場績・ 久保田信 (2005) , 田辺市新庄公園の灯火に飛来した甲虫, KINOKUNI, (68) : l3-21. [23科,
90種]

08. 埼玉県嵐山町

・ 新井浩二 (2005), 嵐山町の甲虫類, 嵐山町博物誌調査報告, (10) : l l7-183. [85科,1148種]
09. 佐賀県嬉野町

・ 西田光康 (2004) , 藤津郡嬉野町岩屋川内ダム周辺で得られた甲虫類, 佐賀の昆虫, (40) :815-818. [84
種]

10. 佐賀県七山村

・ 城戸克弥 (2005), 佐賀県七山村浮岳の甲虫類[n],佐賀の昆虫, (41) :49-62. [350種] (合計) [575種]
11 . 鹿児島県南大隅町
・ 城戸克弥・ 小田正明 (2005), 鹿児島県稲尾岳山麓で採集した甲虫類 I, KoRAsANA, (73) : 37-54.

[245種]
l2. 山口県周防大島町
・ 田中馨・ 伴一利 (2006), 屋代島 (周防大島町) のコウチュウ目録,山口のむし, (5) :31-42. [45科,237
種]

l3. 島根県隠岐の島町
- 林成多ら (6名) (2006), 隠岐諸島の昆虫相に関する一資料一2005年8月7-10日に島後で採集・ 観察
した昆虫類の目録一, ホシザグリー ン財団研究報告, (9) :245-263. [10目,304種] コウチュウ目:254-
261. [39科,195種] (水野弘造)
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行事報告 ( 日本甲虫学会2006年度大会)
2006年の甲虫学会大会は, 例年通り師走の第二日曜日のl2月10日に, 大阪市立自然史博物館で行わ
れた. 10時からの自由懇談はお互い珍品の採集などの談義で賑つた. 13時より会務報告があり, 最初
に佐々 治寛之会長・ 佐藤正孝先生の逝去を悼み, 全員黙祷を行った. 会誌発行状況の説明・ 会計報告
等は問題なく了承された. 今年は一部運営委員の交代があり, 大会で承認された. 会長の後任は愛媛
大学農学部の大林延夫教授にお願いすることになり, 全会一致で承認された. 本大会は, 公開講演
( 日本甲虫学会・ 大阪市立自然史博物館共催) とし, 著名な解剖学者の養老孟司先生の特別講演「ム
シの壁」 (故・ 佐々 治会長が演題名をっ
けられた) が14時から16時まで行われ,
その後ポスター発表が5題あった (注) .
博物館の集会所では入り きれないので,
ネイチャー ホー ルで開催され, あらかじ
め申し込み受付を行って入場者を制限
するほどの盛況であった. 出席者 :
279名 (内、会員56名: 寄書記載者).
養老先生は, 若い時から甲虫学会に入
会されていて, 現在も会員として現役の
アマチュア甲虫研究者である. ヒゲボ
ソゾウムシの分類・ 分布の研究に精を

だされている . なぜヒゲボソゾウムシ

のような分類の難しいものを対象に研究してぃるのかとぃう理由はまったく単純なこと, 自分の標本
を気前よく人様にあげていたら, 標本箱に残ったものがヒゲボソゾウムシだったからだとのお話であ
り, 昆虫分類と脳の働きについての養老哲学を印象深く講演された.
運営委員会の発案で, 先生の講演に対する謝礼としてヒゲボソゾウムシを有志の会員が進呈するこ
とになり, 春の例会から全会員にお願いしていたところ, 多くの標本が提供され, 先に集まったものは
大会前に宅急便で送呈していた. 大会当日に集まった標本はかなりの量にかかわらず, 先生がご自身
で持ち帰られ, ホテルで見ておられたと聞く. また懇親会 (あべの近鉄「桃谷楼」) でもムシの話を
され, 著書にサインをいただくなど, まったく気さくな虫屋の仲間であった. 忙しい先生ではあるが,
機会があれば, 例会・ 採集会にも参加して甲虫談義をしてぃただきたぃと願つてぃる. なお今回の養

- 老先生の特別講演は秋田勝己氏のご尽
、 oj .%f 力をきっかけとして実現したことを付f n lj簿 f 記して運営委員会からの謝業 )

(注) ポスター発表

. a e
( - : ー p - l ァヤスジミ ゾドロムシ (甲虫目ヒメ ドロム

、.、
;

開 ,i 「ムシ を」 j シ科) の生態学的知見 林 成多 (ホシザキグリ
、

・ t i 解又 的 ◆
/ ーン財団) ; p-2 岡山県から発見された特異なナ

i ' 「 P
● 00 ガチビゴミムシ属の盲目種 芦田 久 (関西チビ

f f f構本-'10 v ゴミ研究グループ, 京都大学大学院生命科学研究
0

, ' 正 1 第 科) ; p - 3 大和川・ 石川水系のミズギワゴミムシ

f°
、

-'' ' f l一 t , O
類の種類相と分布状況 安井通宏 '初宿成彦 '大

事
阪市立自然史博物館 「大和川水系調査グループ・
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プロジェクトY」 甲虫班; p- 4  甲虫研究における立体写真の活用 沢田佳久 (兵庫県人と自然博) ; P - 5 ツガ樹上の捕食性甲

虫群集について 初宿成彦 (大阪市自然史博) - 宮武頼夫 (関西大) ・ M.Montgomery (USDA,Forest Service)

会計 (収支決算)
2006年度 (平成18年度) 収支決算書

(自2006年1月 1 日 至2006年l2月31 日)

収入の部 支出の部

年会費 1 ,  3 5 7 ,  0 0 0
バックナンバー代 4 4 , 0 0 0
別刷代・ 著者負担金 2 0 8 ,  2 5 0
大会参加費 9 , 0 0 0

前年度繰越金 1 , 3 6 4 ,  2 5 0

印刷代 1 , 2 9 9 ,  9 0 0
会誌送料 1 8 4 ,  9 1 0
別刷送料 1 6 , 5 6 0
交換雑誌送料 6 0,  7 7 0
行事費 9 4 , 1 7 0
編集関係諸費 3 6 , 0 9 0
渉外費 (分担金・ 慶弔) 5 0,  2 1 0
庶務費 (封筒・ ラベル) 3 2, 2 2 5
会議費 2,  7 6 0
次年度繰越金 1 , 2 0 7 , 6 6 5

計 2 ,  9 8 2 ,  5 0 0 計 2,  9 8 2,  5 0 0

以上の通り報告します. ( 会計 野村英世)
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